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＜ 海 外 情 勢 ＞  

 

戦火は欧州から中東に広がり  

その直後に日本に飛び火する！  

 

ウクライナ戦争に和平の情報が流されたことが何度かあったが、未だ終息

への道筋は見えてこない。和平など夢幻で、なお数年は続くとの見通しが強

い。終息どころか、欧州全域に拡大されるかもしれない。  

そんな状況下 、中東が怪しくなりはじめた。もし中東に戦火が広がれば、た

ちまち東亜に飛び火することは確実だ。  

 

 

「宿敵同士」のアラビアとペルシアが手を握った  

３ 月 10 日 に 中 国 の 北 京 で 、 サ ウ ジ ア ラ ビ ア と イ ラ ン が 握 手 を し た 。  

こ れ は 人 類 史 に と っ て 衝 撃 的 な 出 来 事 だ っ た 。 日 本 や 欧 米 諸 国 で は 、 あ

ま り 大 袈 裟 に 報 道 さ れ て い な い が 、 と ん で も な い 話 な の だ 。  

サ ウ ジ ア ラ ビ ア の 原 点 は 数 万 年 前 に は じ ま る 。 6000 年 く ら い 前 に ア ラ

ビ ア の 地 に 文 化 が お こ り 、 繁 栄 を は じ め た 。 今 、 世 界 中 の す べ て の 国 や 民

族 が 使 っ て い る ア ラ ビ ア 数 字 は 、 ア ラ ビ ア の 文 明 が 作 っ た も の だ 。  

 

イ ラ ン の 原 点 は 2500 年 ほ ど 昔 に で き た ペ ル シ ア で あ る 。 ペ ル シ ア は そ

の 当 時 、 「 世 界 の半 分 はペルシアのもの」と 豪 語 す る ほ ど 巨 大 な 帝 国 を 築 き 上

げ た 。 中 東 地 域 で は 、 3500 年 前 に 、 モ ー セ が 興 し た 「 ユダヤ教 」が ユ ダ ヤ

人 を 中 心 に 広 が り 、 そ の 流 れ の 中 か ら 2000 年 前 に イ エ ス ・ キ リ ス ト が 誕

生 。 そ の 教 え が 1500 年 前 に 「 キリスト教 」と し て 広 ま り 、 特 に ロ ー マ 帝 国 を

中 心 に 栄 え て い っ た 。 モ ー セ 、 キ リ ス ト を 預 言 者 の 一 人 と 考 え 、 そ の 流 れ

の 最 後 の 預 言 者 ム ハ ン マ ド （ モ ハ メ ッ ド ） が 出 現 し て 「 イスラム教 」が 生 ま

れ た の は 1400 年 く ら い 前 の こ と だ 。  
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ム ハ ン マ ド は 神 ア ッ ラ ー （ ア ラ ー ） の 声 を 聞 き 、 イ ス ラ ム 教 を 興 し た 。

イ ス ラ ム 教 は 下 層 階 級 の 人 々 に 支 え ら れ 、 ユ ダ ヤ 人 と の 間 で 戦 闘 を く り 返

し 、 ユ ダ ヤ 人 の 財 産 を 奪 っ て い た 。 西 暦 624 年 に は 、 ム ハ ン マ ド の 軍 隊 が

ユ ダ ヤ の 大 き な 隊 商 （ 1 0 0 0 頭 の ラ ク ダ か ら 構 成 さ れ た 隊 商 ） を 攻 撃 し 、 勝 利 を

手 に す る 。 そ れ 以 降 、 ム ハ ン マ ド 率 い る イ ス ラ ム 教 徒 は 次 つ ぎ と ア ラ ブ 世

界 を 手 に 入 れ 、 中 東 全 域 の あ ち こ ち で イ ス ラ ム 教 徒 が 勢 力 を 振 る う よ う に

な っ て い っ た 。 だ が 中 東 全 域 に 広 ま っ た イ ス ラ ム 教 も 、 ム ハ ン マ ド の 死

後 、 内 部 対 立 を 起 こ す よ う に な る 。 ７ 世 紀 の 終 わ り こ ろ （ 68 0 年 ～ 6 90

年 ）、 穏 健 派 の イ ス ラ ム 教 徒 と 過 激 派 の イ ス ラ ム 教 徒 が 激 し い 対 立 を 起 こ

し た 。 こ の 穏 健 派 が ス ン ナ 派 で 、 過 激 派 が シ ー ア 派 の 原 点 だ 。  

 

ス ン ナ 派 の 多 く は ア ラ ビ ア に 住 み 、 シ ー ア 派 の 多 く は ペ ル シ ア に 住 ん で

い た 。 こ の た め 、 「 中 東 の盟 主 」の 座 を め ぐ っ て 、 ア ラ ビ ア と ペ ル シ ア が

闘 争 を 続 け る こ と に な っ た 。 そ の 裏 に 、 ス ン ナ 派 と シ ー ア 派 の 戦 い が あ

る 。 宗 教 だ け が 理 由 で は な い が 、 ア ラ ビ ア と ペ ル シ ア は 1300 年 も 昔 か

ら 、 激 し く 対 立 し 、 憎 み 合 い 、 殺 し 合 い を 続 け て い た 。  

そ ん な ア ラ ビ ア と ペ ル シ ア ― ― サ ウ ジ ア ラ ビ ア と イ ラ ン が 、 1300 年 の

怨 念 を 越 え て 「 和 解 」に 向 か っ た の だ 。 こ れ は 人 類 の 歴 史 の 中 で も 特 別 に

大 き な 意 味 を 持 つ も の だ 。 な ぜ か 。 イ ス ラ ム が 一 つ に ま と ま る と い う こ と

は 、 「 巨 大 な敵 の存 在 」を 意 識 し て い る か ら だ 。 イ ス ラ ム に と っ て の 巨 大

な 敵 と は 、 ユ ダ ヤ で あ る 。  

 

イスラエルを敵視するイスラム圏  

今 年 に 入 っ て か ら の イ ス ラ ム 圏 周 辺 の 動 き を 整 理 し て み よ う 。  

１ 月 ３ 日 に 、 イ ス ラ エ ル の 閣 僚 ベ ン グ ビ ー ル が エ ル サ レ ム に あ る 神 殿 の

丘 を 訪 問 し た 。 神 殿 の 丘 は イ ス ラ ム 教 の 聖 地 。 そ の 外 側 の 壁 は 、 ユ ダ ヤ 教

と キ リ ス ト 教 の 聖 地 「 嘆 きの壁 」で あ る 。 神 殿 の 丘 は 、 イ ス ラ ム 教 徒 だ け が

礼 拝 で き る 場 所 で 、 ユ ダ ヤ 教 徒 や キ リ ス ト 教 徒 は 礼 拝 で き な い 。 イ ス ラ エ

ル の 閣 僚 が 神 殿 の 丘 に 立 ち 入 っ た こ と に 、 イ ス ラ ム 教 徒 は 激 怒 し た 。  

１ 月 21 日 に は 、 ス ウ ェ ー デ ン の 首 都 ス ト ッ ク ホ ル ム で 、 過 激 右 翼 政 治

家 パ ル ダ ン が イ ス ラ ム 教 の 聖 典 コ ー ラ ン （ ク ル ア ー ン ） を 燃 や し 、 世 界 の

イ ス ラ ム 教 徒 が 騒 然 と な っ た 。 ス ウ ェ ー デ ン は 昨 年 ５ 月 に NATO（ 北 大 西 洋

条 約 機 構 ） へ の 加 盟 を 申 請 し た が 、 ト ル コ が そ の 承 認 を 渋 っ て い た 。  
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こ れ に 対 す る 抗 議 活 動 と し て 、 過 激 右 翼 が ト ル コ 大 使 館 前 で コ ー ラ ン を

燃 や し た の だ が 、 こ れ は イ ス ラ ム 教 を 侮 蔑 （ ぶ べ つ ） す る 行 為 。 世 界 中 の

イ ス ラ ム 教 徒 が 怒 り 狂 っ た の だ 。  

１ 月 23 日 か ら 27 日 ま で 、 「 史 上 最 高 」と い わ れ る イ ス ラ エ ル と 米 国 の

合 同 軍 事 作 戦 「 ジェニパー・オーク」が 実 施 さ れ た 。 核 兵 器 を 積 み 込 め る 爆 撃

機 な ど 142 機 の 戦 闘 機 、 艦 船 、 陸 上 部 隊 な ど が 結 集 し 、 陸 海 空 か ら 宇 宙 規

模 に 至 る 大 演 習 だ っ た 。 米 国 も イ ス ラ エ ル も 「 特 定 の敵 を想 定 したものでは

ない」と 発 表 し た が 、 誰 の 目 に も イ ラ ン を 仮 想 敵 に 仕 立 て た 軍 事 演 習 だ っ

た 。 ２ 月 ７ 日 に は 、 イ ラ ン が 「 多 目 的 地 下 航 空 基 地 」の 完 成 式 典 を 行 っ

た 。 「 中 東 の空 域 はイランが完 全 掌 握 している」と い う 現 実 を 世 界 に 見 せ び ら

か す も の だ 。 地 下 基 地 は ス テ ル ス （ 隠 密 ） 基 地 で 、 人 工 衛 星 は も ち ろ ん 、

上 空 か ら も 見 つ か ら な い よ う に な っ て い る 。  

基 地 は 地 下 で つ な が っ て い て 、 ど こ か ら 戦 闘 機 や ミ サ イ ル が 発 射 さ れ る

か 、 わ か ら な い よ う に な っ て い る 。 こ の 式 典 で 注 目 を 浴 び た の が 巨 大 な ミ

サ イ ル だ 。 白 く 塗 ら れ た ミ サ イ ル の 本 体 に 、 大 き な 文 字 が 書 か れ て い た 。

そ れ は イ ラ ン の 言 葉 （ ペ ル シ ア 語 ） で は な い 。 ヘ ブ ラ イ 文 字 （ ユ ダ ヤ の 文

字 ） だ 。 書 か れ て い る の は 「 イスラエルに死 を！ 」。 イ ラ ン は 明 白 に イ ス ラ エ

ル を 敵 と し て い る の だ 。 そ し て 冒 頭 に 記 し た ３ 月 10 日 の 「 サウジとイランの

握 手 」に つ な が る 。 イ ス ラ ム が 一 つ に ま と ま り 、 イ ス ラ ム に と っ て の 最 大

の 敵 ユ ダ ヤ （ イ ス ラ エ ル ） に 立 ち 向 か お う と し て い る 。  

 

聖書に書かれた預言に生きるユダヤの人々  

ユ ダ ヤ 教 を 信 じ る 一 部 の 人 々 は 、 聖 書 に 書 か れ た 預 言 の 通 り に 世 界 が 動

い て い る と 考 え て い る 。 そ し て 奇 妙 な こ と に 、 現 実 に 聖 書 通 り に 歴 史 が 動

い て い る 。 イ ス ラ エ ル は 1948 年 ５ 月 14 日 に 独 立 を 宣 言 し た が 、 こ れ も 聖

書 に 書 か れ た 通 り な の だ （ 旧 約 聖 書 「 ダ ニ エ ル 書 」 ９ 章 25 節 ）。  

そ の 70 年 後 と な る 2018 年 に 、 イ ス ラ エ ル の 首 都 が エ ル サ レ ム に 移 さ

れ 、 ５ 月 14 日 に は 米 国 大 使 館 の 移 転 式 典 が 行 わ れ た 。 首 都 を エ ル サ レ ム

に し た の は ト ラ ン プ 大 統 領 （ 当 時 ） だ っ た 。 独 立 か ら 70 年 後 に 首 都 が エ

ル サ レ ム に な る と い う 預 言 も 、 旧 約 聖 書 「 ダニエル書 」９ 章 に 書 か れ て い る

も の だ 。 ち な み に こ の と き イ ス ラ エ ル で は 記 念 コ イ ン （ 金 貨 ・ 銀 貨 ） が 作

ら れ 「 トランプ・コイン」の 名 で 発 売 さ れ た （ 正 式 名 称 は 「 イ ス ラ エ ル 70 周 年 テ

ン プ ル （ 神 殿 ） コ イ ン 」）。  
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大 昔 の 預 言 者 は 未 来 を 正 確 に 言 い 当 て た の だ ろ う か 。 そ う 考 え る 人 々 も

い る が 、 常 識 的 に 考 え る と 、 聖 書 の 預 言 通 り に 歴 史 を 動 か そ う と し て い る

勢 力 が い る と い う こ と だ ろ う 。 例 え ば 「 ダニエル書 」12 章 11 節 に は 「 憎 む

べき荒 廃 をもたらすものが立 てられてから、千 二 百 九 十 日 」と い う 預 言 が 書 か れ

て い る 。 「 民 数 記 」と い う 書 物 に は 「 神 の一 日 は人 の一 年 」と あ る 。 こ の 預

言 に 記 さ れ た 「 憎 むべきもの」と は 神 殿 の 丘 に 建 て ら れ た イ ス ラ ム の 寺 院 モ

ス ク な ど を 指 す 。 こ の モ ス ク は 688 年 に 建 設 が は じ ま っ た も の だ が 、 そ れ

か ら 1290 日 後 は 1978 年 。 そ の 1978 年 に は イ ラ ン 革 命 が 起 き て い る 。  

イ ラ ン 革 命 と は 、 そ れ ま で 親 米 派 だ っ た パ ー レ ビ 国 王 を 追 い 出 し 、 ホ メ

イ ニ 師 が 率 い る イ ス ラ ム 教 革 命 が 起 き た も の だ 。 こ の 革 命 に よ り 、 イ ラ ン

（ ペ ル シ ア ） は 過 激 派 イ ス ラ ム 教 徒 シ ー ア 派 が 実 権 を 握 る こ と に な っ た 。

イ ス ラ エ ル （ ユ ダ ヤ ） の 「 真 の 敵 」 が 世 界 の 舞 台 に 躍 り 出 た 日 で あ る 。  

 

「 ダニエル書 」12 章 12 節 に は 、 こ ん な 予 言 が あ る 。  

こ れ は 神 殿 の 丘 が イ ス ラ ム 教 徒 に 奪 わ れ て か ら 1335 年 過 ぎ る と 、 ユ ダ

ヤ 教 徒 に 幸 い が や っ て く る と い う 意 味 だ 。 イ ス ラ ム 教 徒 が 寺 院 の 建 設 を は

じ め た の が 688 年 。 そ れ か ら 1290 年 後 の 1978 年 に イ ラ ン 革 命 が 起 き た 。

そ し て 1335 年 後 に 、 憎 む べ き 敵 、 イ ラ ン （ ペ ル シ ア ） が 消 滅 す る 、 あ る

い は 弱 体 化 す る と 預 言 さ れ て い る 。 688 年 か ら 1335 年 後 と は 、 2023 年 ―

― 今 年 で あ る 。 ユ ダ ヤ 教 を 熱 烈 に 信 仰 す る 一 部 勢 力 の 人 は 、 今 年 中 に 中 東

で ハ ル マ ゲ ド ン （ 最 終 戦 争 ） が 勃 発 し 、 ユ ダ ヤ の 宿 敵 イ ス ラ ム が 消 え て な

く な る と 信 じ て い る の だ 。 そ し て 彼 ら の 一 部 は 、 そ の 預 言 を 自 分 た ち の 力

で 実 現 し よ う と 考 え て い る 。  

 

意図的に長引かされるウクライナ戦争  

現 在 の 世 界 の 混 乱 は 、 昨 年 ２ 月 24 日 に は じ ま っ た ロ シ ア 軍 の ウ ク ラ イ

ナ 侵 略 が 口 火 だ っ た 。 ロ シ ア に よ る 軍 事 侵 攻 は 、 誰 が ど う 考 え て も 、 侵 略

を は じ め た ロ シ ア に 非 が あ る 。 悪 い の は ロ シ ア だ 。 そ こ を 踏 み 外 し て は な

ら な い 。 も ち ろ ん ロ シ ア に は 言 い 分 が あ る 。 NATO の 東 方 拡 大 だ 。 NATO は

「 東 に勢 力 を拡 大 する事 はしない」と 言 明 し て お き な が ら 、 次 つ ぎ と 加 盟 国

を 増 や し 、 ロ シ ア の 喉 元 に ま で 迫 っ て き て い る 。 ロ シ ア が 怒 る の は 当 然

だ 。 「 盗 人 （ ぬ す っ と ） にも三 分 の理 」と い う 諺 が あ る が 、 確 か に ロ シ ア 側

に も 言 い 分 が あ る こ と は 理 解 で き る 。  
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こ こ で 問 題 は 、 準 備 万 端 の 巨 大 国 家 ロ シ ア が ウ ク ラ イ ナ に 攻 め 込 ん で 、

ま っ た く 勝 て な い の は な ぜ か 、 で あ る 。 ウ ク ラ イ ナ は 、 確 か に 頑 張 っ て い

る 。 ま た 米 国 、 英 国 を は じ め と す る NATO 各 国 や 自 由 主 義 陣 営 が ウ ク ラ イ

ナ を 援 助 し て い る 。 し か し そ れ に し て も ロ シ ア は 弱 い 。 弱 い と 思 っ て い た

ら 、 ま た 盛 り 返 す 。 盛 り 返 し た と 思 っ た ら 、 ま た 一 部 で 敗 け 、 ま た 取 り 返

す 。 敗 け そ う で 敗 け な い ロ シ ア と 、 勝 て そ う で 勝 て な い ウ ク ラ イ ナ 。 そ の

間 、 世 界 の 経 済 は 音 を 立 て て 崩 れ は じ め て い る 。 我 が 国 で も 流 通 の 悪 化 が

物 価 高 騰 を 招 い て い る 。  

 

「 いい加 減 にウクライナ戦 争 をやめてくれよ」― ― そ れ が 庶 民 の 普 通 の 感 情

だ 。 そ う し た 状 況 下 、 米 国 で ３ つ の 銀 行 （ シ リ コ ン バ レ ー 銀 行 な ど ） が 破

綻 し 、 続 い て ス イ ス の ク レ デ ィ ス イ ス 銀 行 が Ｕ Ｂ Ｓ （ 多 国 籍 銀 行 ） に 買 収

さ れ る な ど 、 自 由 主 義 世 界 で の 金 融 危 機 が 表 面 化 し は じ め て い る 。 次 は ド

イ ツ 銀 行 が 潰 れ る と い っ た 噂 も 流 れ て い る 。 さ ら に 前 述 の よ う に 、 中 東 で

イ ス ラ ム 諸 国 と イ ス ラ エ ル が 危 険 な 状 況 に 陥 り は じ め て い る 。  

イ ス ラ エ ル 建 国 以 来 、 中 東 で は 何 度 も 戦 争 が 繰 り 返 さ れ て き た 。  

第 一 次 中 東 戦 争 （ 194 8 年 ） か ら 第 四 次 中 東 戦 争 （ 1 973 年 ）、 そ し て エ ジ

プ ト と イ ス ラ エ ル の 消 耗 戦 争 （ 1 967 年 ）、 レ バ ノ ン 戦 争 （ 19 75 年 ～ と 2 0 06

年 ）、 ガ ザ 紛 争 （ 2 006 年 、 20 09 年 な ど ） だ 。 す べ て イ ス ラ エ ル と イ ス ラ ム

圏 が 戦 っ た 戦 争 で あ る 。 そ し て 今 年 に 入 り 、 サ ウ ジ と イ ラ ン が 歴 史 的 な 和

解 を す る な ど 、 イ ス ラ ム 諸 国 が 団 結 を 強 め は じ め て い る 。  

 

３ 月 10 日 に サ ウ ジ と イ ラ ン が 北 京 で 握 手 し た 翌 日 の ３ 月 11 日 、 湾 岸 協

力 会 議 （ サ ウ ジ 、 ア ラ ブ 首 長 国 連 邦 な ど ６ カ 国 ） は イ ス ラ エ ル に 対 し 、 防 空

シ ス テ ム 「 アイアンドーム」の 購 入 契 約 の 破 棄 を 通 達 し て い る 。 ク レ デ ィ ス イ

ス 銀 行 の 最 大 資 金 提 供 者 と さ れ て き た サ ウ ジ の Ｍ Ｂ Ｓ 皇 太 子 が 資 金 提 供 を

引 き 上 げ た こ と も 、 中 東 大 戦 争 （ ハ ル マ ゲ ド ン ） の 可 能 性 を 高 め て い る 。  

国 際 環 境 の 激 変 を あ ら か じ め 理 解 し て い た ロ シ ア は 、 ウ ク ラ イ ナ 侵 略 戦

を 意 図 的 に 長 引 か せ て い る よ う だ 。 で は 、 ロ シ ア は 何 の た め に ウ ク ラ イ ナ

戦 争 を 長 期 化 さ せ て い る の か 。 第 一 に 、 NATO と の 本 格 戦 争 を 視 野 に 入 れ

て い る か ら だ 。 そ れ は 米 軍 が 欧 州 戦 線 に 駆 り 出 さ れ る こ と を 意 味 し て い

る 。 ロ シ ア は 米 軍 を 欧 州 戦 線 に 引 き ず り 込 み た い の だ 。  
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第 二 に 、 イ ス ラ エ ル と イ ス ラ ム 諸 国 は 、 間 違 い な く 戦 争 を 開 始 す る 。 た

ぶ ん 今 年 中 に 戦 闘 の 火 ぶ た が 切 っ て 落 と さ れ る 。 中 東 で 戦 争 が 起 き れ ば 、

米 軍 は 必 ず イ ス ラ エ ル 支 援 に 動 く 。 欧 州 戦 線 と 中 東 戦 線 の 両 方 に 米 軍 が 出

て く る 。 米 軍 は 、 や り た く な い 二 正 面 作 戦 に 参 加 す る し か な い 。  

そ う す る と 、 極 東 が 手 薄 に な る 。 米 軍 の 極 東 戦 力 は 必 然 と し て 落 ち る 。

ロ シ ア 、 中 国 の 狙 い は 、 そ こ に あ る 。  

ロ シ ア 、 中 国 の 「 本 命 」は 極 東 戦 線 ― ― 日 本 に あ る 。  

 

日本の真の独立を求めるロシア・中国  

ロ シ ア 軍 は 、 核 爆 弾 を 搭 載 で き る 巨 大 爆 撃 機 Tu-95（ ツ ボ レ フ ） を 何 度

と な く 日 本 海 に 飛 ば し て い る 。 昨 年 11 月 、 12 月 に は ７ 時 間 以 上 も 日 本 海

の 公 海 上 を 航 行 し た 。 そ の 後 も ロ シ ア 軍 機 の 飛 行 は 続 き 、 中 国 軍 機 と 共 同

飛 行 す る こ と も あ っ た 。 岸 田 首 相 が ウ ク ラ イ ナ を 訪 問 し た ３ 月 21 日 に も

Tu-95 は 日 本 海 を ７ 時 間 も 飛 行 し て い る 。  

一 方 、 中 国 軍 は 台 湾 に 対 す る 圧 力 を 高 め 続 け て い る 。 一 部 に は 、 近 い 将

来 、 中 国 軍 が 台 湾 に 武 力 侵 攻 す る と い っ た 観 測 も 流 さ れ て い る 。 台 湾 で は

な く 、 沖 縄 の 米 軍 を 攻 撃 し よ う と し て い る と の 情 報 も あ る 。  

中 国 軍 が 台 湾 に 武 力 侵 攻 す る 可 能 性 は 非 常 に 低 い 。 ゼ ロ と 考 え て い い 。

来 年 の 台 湾 総 統 選 を 視 野 に 、 圧 力 を 高 め て い る が 、 武 力 侵 攻 す る こ と は な

い 。 も し 武 力 侵 攻 す れ ば 、 中 国 軍 が 台 湾 人 に 被 害 を 与 え る こ と に な る 。  

 

そ れ は 、 将 来 も し 中 国 が 台 湾 を 呑 み 込 ん だ 場 合 に 、 長 い 間 、 怨 念 と し て

残 り 、 中 国 の 台 湾 統 治 の 障 害 に な る 。 そ れ だ け が 理 由 な の で は な い 。 同 胞

に 対 し て 武 力 を 行 使 す る こ と は 、 よ ほ ど の 場 合 で な け れ ば や っ て は い け な

い こ と だ 。 世 界 の あ ら ゆ る 人 々 、 民 族 が 持 つ 常 識 で あ る 。 中 国 は （ ご く 一

部 の 非 常 識 人 を 除 い て ） そ の 意 味 で は 常 識 を 持 ち 合 わ せ て い る 。 古 代 か ら

引 き 継 が れ た 儒 教 の 道 徳 観 は 、 中 国 に 息 づ い て い る 。  

同 じ 意 味 で 、 中 国 は 沖 縄 を 攻 め た り 、 占 領 し よ う と は 考 え な い 。 中 国 人

に と っ て 沖 縄 人 は 日 本 人 で あ り 、 ア ジ ア の 同 胞 な の だ 。 そ の 意 識 は 間 違 い

な く 存 在 し て い る 。 中 国 軍 が 沖 縄 を 侵 攻 し た り 占 領 す る こ と は 、 な い 。  

し か し 、 中 国 に と っ て 米 軍 は 「 敵 」で あ る 。 沖 縄 の 米 軍 基 地 は 、 中 国 軍

の 攻 撃 対 象 で あ る 。 そ の 沖 縄 米 軍 基 地 を 日 本 の 自 衛 隊 が 守 っ た ら 、 ど う な

る の か 。 中 国 軍 は 自 衛 隊 と 戦 闘 す る の か ― ― 。 こ れ が 難 し い 問 題 だ 。  
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一 方 、 ロ シ ア は ど う な の か 。 北 方 領 土 に 軍 事 基 地 を つ く り 、 戦 略 爆 撃 機

を 飛 ば し て い る ロ シ ア は 、 ウ ク ラ イ ナ に 侵 攻 し た と き と 同 様 に 、 領 土 拡 大

を 目 指 し て 北 海 道 に 侵 略 す る の で は な い か 。  

― ― そ ん な 雰 囲 気 を 感 じ る 者 も 少 な く な い 。  

 

戦 後 78 年 、 連 合 国 軍 に 占 領 さ れ 、 そ の 後 は ず っ と 米 国 に 隷 属 し 、 平 和

こ そ が 日 本 の 宝 、 憲 法 九 条 こ そ 日 本 の 理 想 形 な ど と 主 張 す る 国 民 が 多 く な

っ て し ま っ た 現 状 で は 、 日 本 の 使 命 な ど に つ い て 考 え る 者 は 、 い な い の か

も し れ な い 。 し か し 日 本 は 、 本 当 に こ の ま ま で い い の か 。 米 国 に 隷 属 し た

ま ま で い い の か 。 世 界 に 平 和 を 広 め る 日 本 の 使 命 を 感 じ な く て い い の か 。  

 

米 国 の 属 国 の ま ま 、 未 来 永 劫 、 自 分 の 国 の こ と だ け し か 考 え な い み じ め

な 国 家 に 甘 ん じ て い い の か 。 そ ん な だ ら し な い 国 の 民 で い い の か 。  

世 界 の 多 く は 、 日 本 の 真 の 独 立 を 望 ん で い る 。 米 国 に 隷 属 し て い る 日 本

な ど 、 世 界 は 求 め て い な い 。 日 本 の 真 の 独 立 を 求 め る 強 い 思 い は 、 ア ジ ア

一 帯 、 特 に 東 ア ジ ア に 強 い 。 も ち ろ ん 日 本 に 、 真 の 独 立 を 求 め な い 勢 力 も

存 在 す る 。 隣 国 ・ 韓 国 を は じ め 、 永 遠 に 日 本 が 米 国 に 隷 属 す る こ と を 望 ん

で い る 勢 力 も 間 違 い な く 存 在 す る 。 中 国 や ロ シ ア の 中 に も 、 ご く 一 部 だ ろ

う が 、 そ ん な 勢 力 が い る か も し れ な い 。 し か し 冷 静 に 世 界 全 体 を 見 渡 せ

ば 、 多 く は 日 本 に 真 の 独 立 を 求 め て い る 。  

 

日 本 か ら す べ て の 在 日 米 軍 を 追 い 払 い 、 日 本 が 完 全 独 立 す る こ と を 望 む

勢 力 は 多 い 。 欧 州 と 中 東 で 火 の 手 が 上 が り 、 米 軍 の 主 力 が そ ち ら に 動 い た

と き 、 在 日 米 軍 は 弱 体 化 す る 。 日 本 か ら 米 軍 を 追 い 出 す 絶 好 の 機 会 に な

る 。 欧 州 の 戦 争 、 中 東 全 域 の 戦 争 は 、 東 ア ジ ア の 勢 力 地 図 を 塗 り 替 え る 絶

好 の 機 会 に な る 。 欧 州 と 中 東 に 火 の 手 が 上 が れ ば 、 そ れ は 直 ち に 東 ア ジ

ア 、 特 に 日 本 に 飛 び 火 す る 。 そ の 時 期 は 、 間 違 い な く 2023 年 、 今 年 で あ

る 。 日 本 は こ れ か ら 激 動 、 激 変 の と き を 迎 え る 。 そ の 覚 悟 を 肚 の 底 に 持 ち

な が ら 、 今 後 の 世 界 情 勢 に 注 目 し て い き た い 。 本 紙 は こ の 動 き を 今 後 も お

伝 え し 続 け る 覚 悟 で あ る 。 ■  


